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インカレ個人戦予選

6月23、24日に近畿北陸の個人戦予選が行われました。この個人戦予選は5月6月と続いたレー
スシーズン最後の大会であり、8月末に行われるインカレ個人戦本戦の予選レースということで、
各部員にとってこれまでの練習の成果を試すいい機会となったのではないでしょうか。

さて、1日目は1日を通して風が弱く、１レースを短いコースで行ったのちハーバーバックとな
りました。琵琶湖で風が吹かないのはいつものことですが、４回生にとってはこれが最後の個人
戦予選。艇庫もいつもとは違う緊張感があったように思います。２日目も変わらず微風でしたが、
この日は470が４レース、スナイプが３レースをこなすことができました。各レースでマネー
ジャーが暫定の得点を計算し、それを元に監督、コーチから的確なアドバイスをいただき、改め
てレースのサポートの大切さを感じさせられました。470が５レース、スナイプが４レースと少な
いレース数で風も不安定であり、順位を安定させることが難しいレガッタとなりましたが、最後
に京大の470艇が審問に勝ったこともあり、京大からは470級２艇、スナイプ級１艇が予選を通過
し、本戦への出場権を獲得することができました。
これから、厳しい夏の合宿に入りますが、個人戦本戦、団体戦予選に向けて全力で練習に励んで
まいります。
最後になりましたが、お忙しい中運営に携わっていただいたOBの方々、支援艇に乗っていただい
た監督、コーチの皆さまに心より御礼申し上げます。
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部員リレーインタビュー member relay interview
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矢後 真由菜

マネージャーリーダー

Q. これまでの部活生
活を振り返って
A.ヨット部生活を通し
て、うれしい楽しいお
もしろい、悔しい辛い
怖い、一通りの感情を
経験することができま
した。負の感情でさえ
も自分自身の糧となり、
成長につながったと思
えるような、本当に特
別な3年と数カ月です。
また、昔は「やごま
ゆ」「やごちゃん」
「やごっち」と親しみ
のこもったあだ名で呼
ばれていたのに、いつ
からか「やご」と言い
放たれるのが普通にな
りました。別に気にし
てなんかいません。

Q. 団選予選にむけて

A. 5,6月のレースシーズンを経て、サポート体制を

より良いものにすることができたと思います。支
援艇でのホワイトボードの活用法、予備備品の管
理・確認の徹底、丘でのPCを用いた得点計算、鍋
で作ったお茶を凍らせて積む新技の誕生など、マ
ネージャー一同試行錯誤し、反省を重ねレベル
アップできました。プレイヤーもマネージャーも、
全員が万全の状態で戦えるように、予選までの練
習を大切にしていきたいです。

Q.KUYCマ ネ と し て 誇
れること
A.レスキュー力、マネ
飯、SNS力といったこ
とを述べるべきなので
しょう。質問の趣旨か
らそれるかもしれませ
ん。この質問に対して
最初に思い浮かんだの
は、kuycマネ一人ひと
りが私の自慢だな、と
いう思いです。私に無
いものを備え支えてく
れる同期、成長する姿
が何よりも嬉しいと思
える心強い後輩たちで
す。そしてこのような
精鋭達が揃い急成長を
遂げたこの代で 、マ
ネージャーリーダーと
いう役職を務めること
ができたのも私の誇り
であり、私の自慢です。

スナイプ クルー

長浜 拓哉

Q. 沖でのアピールポ
イントは？
A.や は り 毎 日 変 わ る
セーリングキャップで
すね。流したもの、譲
渡したものを含めると、
のべ１２個も使用して
いました。周りからは
持ち過ぎと批判されま
すが、実は出艇前にそ
の日の天候と風域から
判断して、コンディ
ションにピッタリと合
うキャップを選ぶとい
う半ヲタっぽいことを
しているのです。セー
リングをするにあたっ
て十人十色のモチベー
ションがあると思いま
すが僕はキャップ収集
がその一つです。今日
も元気に珍しいキャッ
プを探す旅に出ます！

Q. 83代のいいところ
教えてください
A.ずばり、ヨット部
を さ ら に シ ス テ マ
ティックにしたこと
です。役職で部署分
けを行い、部員を縦
割り化、動画の共有
ハブ化、各運営をマ
ニュアル化など… 圧
倒的に人数が増えて
統制が難しくなる中
でようやく部として
の 輪 郭 が 現 れ 、 “組
織”になってきた気が
します。それでもっ
て従来のアットホー
ム感を失わず１〜４
回生まで仲良く切磋
琢磨して全国入賞を
目指せる環境になっ
てきたのはかなり誇
れるものだと思いま
す。

Q. 残り少なくなった83代京大ヨット部で成し遂
げたいことは何ですか？
A.僕自身、今年のレースシーズンでは思うよう
な結果を残せず、団体戦でレギュラーになるこ
とは厳しそうですが、夏の練習でまだまだ先輩
たちに食らいつき、本番レースではへばったク
ルーと交代しても遜色ない、代打の切り札的な
クルーになりたいです。また、次年度主将を任
されている身でもありますので、８３代ができ
なかったこと、やろうとして失敗したことなど
をまとめ、来年の部構想を練るとともに後輩か
ら信頼されるような人間形成を続けていけたら
なと思っている次第です。
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滋賀県大津市鏡が浜番外地
京大ヨット部艇庫
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七大戦＠北海道祝津ヨットハーバー

今日のマネ飯 ǘƻŘŀȅΩǎ ŘƛƴƴŜǊ
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琵琶湖選手権～470編～

琵琶湖選手権では二日間を通してアンダーパワーの風で軽風レガッ
タとなり、470級第二レースでは途中風がなくなり、十艇ほどしかフィ
ニッシュできないレースもありました。しかしそのレースでも、京大
の上位艇はしっかりフィニッシュすることができており、この風域で
はチーム全体として地力がついているように思いました。また全日本
選手権の予選も兼ねたこの大会で、京大の470級からは梶村・関、松
島・江澤、中川・八代の３ペアが８月末に江ノ島で行われる本選への
出場権を獲得しました。本選でも日ごろの成果が出せるよう頑張りま
すので応援のほどよろしくお願いします。

琵琶湖選手権～Snipe編～

6月2日、3日に琵琶湖セーリングチャンピオンシップが行われました。
今大会は8月末の全日本選手権の予選を兼ねており、出場枠の5枠に入
るべく、各艇気合いを入れて臨みました。初日は長い風待ちのあと、
不安定な南風の軽風で1レースが行われました。2日目は比較的安定し
た北風の軽風の中で4レース行われました。社会人艇が安定して上位を
走る中、学生は順位をまとめるのに苦戦したレガッタでした。結果と
しては、中川・青木ペアが5位(学生2位)、村山・加藤ペアが7位(学生4
位)と好成績を収めることができました。また、京大スナイプチームは
学生の中で唯一、上位3艇がシングルに入るレースを2レースつくるこ
とができ、団体戦へ向けて確実にチームの実力がついていることを実
感することができました。最後になりましたが、全日本選手権が8月20
日から26日にかけて福岡県小戸ヨットハーバーで開催されます。出場
権を獲得した中川・青木ペアが参加いたしますので、ご声援よろしく
お願いいたします。
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本戦出場を決めた中川・青木ペア。活躍が期待される４回生ペア。
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